
【成果概要】地域気候変動適応計画策定支援ツールの整備

調査結果の概要

平成30年度の成果

【適応計画策定マニュアル】

• 地域協議会や自治体からの要望・意見を反映した
マニュアル（「手順編」「ひな型編」）を作成し、環境
省HPや気候変動適応情報プラットフォーム（A-PL
AT）で公開

【気候変動適応 e-ラーニング ー影響・適応の基礎知識ー】

• 自治体担当者からの意見を収集し、読み物として
のツール（ppt）を作成。これまでと将来の気候や
気候変動影響事例、適応事例を平易な言葉で紹介

• A-PLATにて公開（予定）

明らかとなった課題

【気候変動適応 e-ラーニング ー影響・適応の基礎知識ー】

• 地域のご担当者様等にご確認いただき、ご意見等を踏まえ課題の明確化を想定

平成31年度の調査計画調査項目
平成31年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 ツールの内容の検討・追加調査

2 インタラクティブなWEBツールの構築・公開

○ 気候変動への適応の方針や目標の検討/見直し
○ 地域適応計画の形式の検討/見直し
○ 計画期間の設定/見直し
○ 基礎情報（地理的条件、社会経済状況等）の整理/更新
○ 区域の気候・気象（気温や降水量など）の特徴の整理/更新

【 STEP1 】
地域気候変動適応計画
策定/変更に向けた準備

これまでに、気候の変化や気象現象（高温、大雨等）によって生じたと考えられる影
響の事例、および影響の原因となった気象現象を整理

【 STEP２ 】
これまでの

気候変動影響の整理

将来想定される気候変動影響の情報を収集・整理
【 STEP3 】

将来の
気候変動影響の整理

各分野の気候変動影響について評価を実施し、地方公共団体において優先度の高い分
野や項目を特定

【 STEP4 】
影響評価の実施

地方公共団体における優先度の高い気候変動影響を対象に、それぞれに関連する既存
施策の情報を収集し、将来の影響に対する施策の対応力を整理

【 STEP5 】
既存施策の気候変動影響

への対応力の整理

STEP５で「新規または追加的な施策が必要」とされた気候変動影響に対し、具体的
な適応策の情報を収集し、今後の対応を検討

【 STEP６ 】
適応策の検討

STEP１～STEP６で整理した情報を取りまとめ、地域適応計画を策定

【 STEP７ 】
適応策の取りまとめと

地域気候変動適応計画の
策定

地域適応計画に取りまとめた適応策の実施状況を確認
【 STEP８ 】

地域気候変動適応計画の
進捗状況の確認
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：主幹部局が中心となって実施 ：主幹部局と関連部局が実施

出典：「地域気候変動適応計画策定マニュアル－手順編－」（環境省）

 適応計画策定（変更）のフロー
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